
育成幼稚園 1 月園だより 
 

初
は じ

めてだから  

園長 高地
こ う ち

 敬
たかし

 
 

 新
あたら

しい年
とし

になり、いろんなところに｢初
はつ

｣という字
じ

がついています。初
はつ

日
ひ

の出
で

、書
かき

初
ぞ

め、初
はつ

詣
もうで

、初
はつ

夢
ゆめ

・・・。生
う

まれて初
はじ

めてのことではなくて、 新
あたら

しい年
とし

になって初
はじ

めて

のことなのですが、何
なん

となくうれしい気持
き も

ちになるのだと思
おも

います。前
まえ

からやっている

ので手順
てじゅん

は分
わ

かっていて、でも今年
こ と し

初
はじ

めてのことだからうれしい。 
 

 大人
お と な

は多
おお

くのことを経
けい

験
けん

しているので、「生
う

まれて初
はじ

めて」のことはまれですが、子
こ

どもたちにとっては、生
う

まれて初
はじ

めてのことが毎日
まいにち

たくさんあるのだと思
おも

います。家族
か ぞ く

との関係
かんけい

や幼稚園
ようちえん

での関係
かんけい

の中
なか

で、毎
まい

日
にち

たくさん新
あたら

しい経
けい

験
けん

をする。これが｢成長
せいちょう

｣に

つながります。新
あたら

しいことを経
けい

験
けん

する。その中
なか

には失敗
しっぱい

の経
けい

験
けん

もたくさんあります。

失敗
しっぱい

もするから｢成長
せいちょう

｣が豊
ゆた

かになっていきます。 
 

 初
はじ

めてのことがあると、大人
お と な

もそうですが、期待
き た い

をいっぱいして、でも不安
ふ あ ん

がいっぱ

いということもあります。｢失敗
しっぱい

したら恥
は

ずかしい｣という思
おも

いが強
つよ

ければチャレンジで

きませんし、｢初
はじ

めてだけど、できたらうれしい｣とい思
おも

いが強
つよ

ければ、難
むずか

しいことでも

やってみる気
き

になるのだろうと思
おも

います。 
 

 ただ、｢初
はじ

めて母
はは

(父
ちち

)になる｣は、期待
き た い

もいっぱい、不安
ふ あ ん

もいっぱい。子
こ

どもが赤
あか

ちゃ

んの時
とき

は、どうしていいか分
わ

からないということも多
おお

かったのではないでしょうか。そ

れでも母
はは

(父
ちち

)になり、子
こ

どもにどう接
せっ

していいか分
わ

からなくて不安
ふ あ ん

でも、とにかく毎
まい

日
にち

やっていかないといけない。うまくできなかったということが多
おお

かったかも知
し

れませ

ん。ずいぶん前
まえ

にテレビで、「お母
かあ

さんも初
はじ

めてお母
かあ

さんをやっているのだから、うま

くできなくてごめんね」とお母
かあ

さんが娘
むすめ

に謝
あやま

っているところが映
うつ

っていました。子
こ

ど

もにとって親
おや

の言
い

うことやすることが変
へん

だと思
おも

っても、親
おや

を言
い

い負
ま

かすことは難
むずか

しいの

で、結果的
けっかてき

に親
おや

の言動
げんどう

が絶対
ぜったい

となってしまいます。でも、親
おや

は初
はじ

めて経
けい

験
けん

する親子
お や こ

関
かん

係
けい

の中
なか

で失敗
しっぱい

をたくさんしますし、 逆
ぎゃく

に、理想的
りそうてき

な親子
お や こ

関
かん

係
けい

ができるというのは奇跡
き せ き

に近
ちか

いのだろうと思
おも

います。 
 

 本
ほん

当
とう

は初
はじ

めての子
こ

だけでなく二番目
に ば ん め

、三番目
さんばんめ

の子
こ

でも、その子
こ

と接
せっ

するのは親
おや

にとっ

て｢初
はじ

めてのこと｣といえるかも知
し

れません。どの時
とき

にも「至
いた

らない親
おや

」を自
じ

覚
かく

するのは

とても難
むずか

しいことなのですが、「うまくできなくてごめんね」と初
はつ

謝
あやま

りすると、とても

うれしい気
き

持
も

ちになるだろうと思
おも

います。 


